
学校番号 1010 

令和 3年度 数学科 

  

教科 数学科 科目 数学Ⅲ（β） 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 改訂版 最新数学Ⅲ （数研出版） 

副教材等 改訂版 3ROUND 改訂版 （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。積極的にノートを取り、問題

演習に取り組みましょう。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返ってよりよい解

決を考える」といった一連の過程で、自分の考えを発表したり、議論したりする活動を行います。 

・問題集の問題をまず自分でノートに解いてみましょう。ただ答えを求めるだけでなく、途中式や考え方も書く

ようにしましょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合わせは、自分がどこでつまずいたかを知る

ための大切なものです。そして、繰り返し解くことが大切です。 

２ 学習の到達目標 

「数学Ⅱ」の内容を更に発展、拡充させた極限、複素数平面について理解を深め、将来、数学が必要な専門分野

へ進もうとする生徒や数学を深く学習したい生徒の知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理

する能力を伸ばすとともに、それらを積極的に活用する態度を育てる。 

 ３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・多面的にものを見た

り，理論性のあるいろい

ろな考えに触れたり，試

行錯誤しながら考え，主

体的に数学的な見方や

考え方のよさを学ぼう

とする。 

・身近な事象を数学化

し，積極的に数学を活用

しようとする。 

・数学的な見方や考え方の

よさを認識できる。 

・自らの思考過程を振り返

りながらより発展的に考え

一般化して問題の本質を探

ることができる。 

・数学的な見方や考え

方を生かし自分から工

夫して問題を解決した

り判断することができ

る。 

・設定した数学的な課

題を既習事項や公理・

定義等を基にして分

析・整理し，数学的に

考察したことを明確に

表現することができ

る。 

・数理的に考察し処理

することのよさや既

習事項などを体系的

に整理し活用できる。 

・構成した数学的知識

の意味を考えたり，見

いだした数学的知識

をいろいろな場面に

活用できる。 

・文化や社会生活にお

いて数学が果たして

いる役割などを理解

している。 

評
価
方
法 

小テスト 

定期テスト 

発表 

レポート 

学習状況の確認 

観察 

小テスト 

定期テスト 

発表 

レポート 

学習状況の確認 

観察 

小テスト 

定期テスト 

レポート 

学習状況の確認 

観察 

小テスト 

定期テスト 

レポート 

学習状況の確認 

観察 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学

期 

内

容 

単元

（題

材） 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 a b c d 

一
学
期 

複
素
数
平
面 

複 素 数

平面 

 ○ ○ ○ a.数学的活動を通して、複素数平面における考え方
や体系に関心をもっている。複素数平面を用いて、
図形を考察し、問題を解決しようとする。 

b.図形の性質や、図形と方程式の関係を、複素数平
面を用いて考えることができる。 

c.複素数平面における基本的な概念、原理・法則、
用語、記号などを理解し、基本的な知識を身につ
けている。また、図形と方程式の関係を、複素数
平面を用いて表現することができる。 

d. 複素数や複素数平面及び方程式の歴史的な背景
が理解できる。平面図形の性質や特徴を、複素数
平面を用いて表せることを知る。 

各学期成績

は 

 

・ノート・プ

リント・問題

集の提出 

・授業に対す

る取組 

・出席状況等 

 

以上を参考

に 

平常点を３

割 

 

 

・中間考査 

・期末考査 

・小テスト等 

 

以上を参考

に 

考査点を７

割 

 

として成績

を算出する。 

 

 

 

★学年末成

績は、 

 

1,2,3 学期成

績を 

 

2:2:1 の割合

で計算し算

出する 

二
学
期 

式
と
曲
線 

２ 次 曲

線 

○ ○  ○ a.二次曲線に関心をもち、基本的な性質を調べ、二
次曲線をかいたり、具体的な事象に活用しようと
する。 

b.二次曲線の方程式を導く過程を理解し、解析幾何
的な方法で二次曲線の基本的な性質を考察でき
る。 

c.幾何的な定義から二次曲線の方程式を導き、二次
曲線と直線の位置関係や軌跡など具体的な事象の
考察に活用できる。 

d.二次曲線の幾何的定義とその方程式を理解し、身
に付けている。 

媒 介 変

数 表 示

と 極 座

標 

 ○ ○ ○ a.媒介変数表示と極座標に関心をもち、曲線をいろ
いろな式で表現しようとする。 

b.極座標の意味と有用性を認識できる。極座標と直
交座標の関係を理解できる。媒介変数表示と極方
程式の意味を理解し、具体的な事象の考察に活用
できる。 

c.媒介変数表示された曲線や極方程式で表される曲
線をかき、その性質を調べることができる。媒介
変数表示や極方程式で表された曲線をコンピュー
タを活用して描いて観測し、その性質などを推測
することができる。 

d.極座標の考え方や直交座標との関係を理解し、身
に付けている。媒介変数表示や極方程式を理解し、
いろいろな曲線の概形や性質を身に付けている。 

三
学
期 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 生徒の興味関心や取り組み状況により，順序と内容について一部変更を加えることがある。 

 

 

 
 
 
 

 


